
(57)【要約】

【課題】

　広い範囲の表示装置使用温度環境において表示装置の

発光輝度の変化を防止することができる有機ＥＬ駆動回

路の基準電流発生回路を提供することにある。

【解決手段】

　この発明は、入力側トランジスタと出力側トランジス

タのそれぞれに直列に受動素子をそれぞれ有し前記それ

ぞれの受光素子の温度係数が逆方向の特性になっている

第１のカレントミラー回路と、出力側トランジスタの出

力電流を入力側トランジスタの入力に帰還するために第

１のカレントミラー回路の負荷回路として設けられた第

２のカレントミラー回路とを備えていて、出力側トラン

ジスタに発生する電流に応じた電流が基準電流として出

力されて前記駆動電流が生成され、入力側トランジスタ

と出力側トランジスタとの動作電流の比が有機ＥＬ素子

の温度変化に対する発光輝度の変化を抑える方向に補正

する値に選択されているものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 準 電 流 に 基 づ い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 子 ピ ン 対 応 に 駆 動 電 流 を 生 成 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 基 準 電 流 発 生 回 路 に お い て 、
　 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ に 直 列 に 受 動 素 子 を そ れ ぞ れ 有 し
前 記 そ れ ぞ れ の 受 光 素 子 の 温 度 係 数 が 逆 方 向 の 特 性 に な っ て い る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回
路 と 、
　 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 を 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 に 帰 還 す る た め に
前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 負 荷 回 路 と し て 設 け ら れ た 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と
を 備 え 、
　 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 発 生 す る 電 流 に 応 じ た 電 流 が 前 記 基 準 電 流 と し て 出 力 さ れ て
前 記 駆 動 電 流 が 生 成 さ れ 、 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の 動 作 電
流 の 比 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 変 化 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 を 抑 え る 方 向 に 補 正 す る 値 に 選
択 さ れ て い る 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 補 正 は 、 所 定 の 温 度 範 囲 に お け る 温 度 変 化 に 対 し て 前 記 発 光 輝 度 が 実 質 的 に 変 化 し
な い よ う に す る も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 所 定 の 温 度 範 囲 は 、 － １ ０ ° か ら ＋ ７ ０ ° の 範 囲 で あ り 、 前 記 温 度 に 対 す る 発 光 輝
度 の 特 性 が 実 質 的 に 平 坦 な 特 性 と な っ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と と も に カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ
前 記 基 準 電 流 を 出 力 す る 他 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 出 力 回 路 を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 前
記 受 動 素 子 は 、 ダ イ オ ー ド と 抵 抗 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を
構 成 す る 各 ト ラ ン ジ ス タ は Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 前 記 動 作 電 流 の 比 は 、 チ ャ ネ
ル 幅 の 比 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 三 原 色 の 表 示 色 に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記
基 準 電 流 発 生 回 路 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 準 電
流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｒ に つ い て の 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト
ラ ン ジ ス タ と の チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ： １ ６ ～ １ ： ２ ０ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ 、 Ｇ に つ い て
前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の
チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ： １ １ ～ １ ： １ ５ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ 、 Ｂ に つ い て 前 記 第 １ の カ レ
ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の チ ャ ネ ル 幅 の 比
は 、 １ ： ２ ～ １ ： ６ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ て い る 請 求 項 ６ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ は ペ ア 特 性 の よ い ト ラ ン ジ ス タ
と さ れ る 請 求 項 ７ 記 載 の 基 準 電 流 発 生 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら の 基 準 電 流 に 基 づ い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 子 ピ ン 対 応 に 駆 動 電 流
を 生 成 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら の 前 記 基 準 電 流 を 受 け て 調 整 し た 基 準 駆 動 電 流 を 発 生 す る 基
準 電 流 調 整 回 路 を 有 し 、 前 記 駆 動 電 流 が 前 記 基 準 駆 動 電 流 に 基 づ い て 生 成 さ れ 、
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、
　 　 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ に 直 列 に 受 動 素 子 を そ れ ぞ れ 有
し 前 記 そ れ ぞ れ の 受 光 素 子 の 温 度 係 数 が 逆 方 向 の 特 性 に な っ て い る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー
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回 路 と 、 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 を 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 に 帰 還 す る
た め に 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 負 荷 回 路 と し て 設 け ら れ た 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 と を 備 え 、
　 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 発 生 す る 電 流 に 応 じ た 電 流 が 前 記 基 準 電 流 と し て 出 力 さ れ て
、 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の 動 作 電 流 の 比 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の
温 度 変 化 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 を 抑 え る 方 向 に 補 正 す る 値 に 選 択 さ れ 、
て い る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 補 正 は 、 所 定 の 温 度 範 囲 に お け る 温 度 変 化 に 対 し て 前 記 発 光 輝 度 が 実 質 的 に 変 化 し
な い よ う に す る も の で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 所 定 の 温 度 範 囲 は 、 － １ ０ ° か ら ＋ ７ ０ ° の 範 囲 で あ り 、 前 記 温 度 に 対 す る 発 光 輝
度 の 特 性 が 実 質 的 に 平 坦 な 特 性 と な っ て い る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と と も
に カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ 前 記 基 準 電 流 を 出 力 す る 他 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 出 力
回 路 を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 前 記 受 動 素 子 は 、 ダ イ オ ー ド と 抵 抗 で あ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 有 機
Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を
構 成 す る 各 ト ラ ン ジ ス タ は Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 前 記 動 作 電 流 の 比 は 、 チ ャ ネ
ル 幅 の 比 で あ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 三 原 色 の 表 示 色 に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記
基 準 電 流 発 生 回 路 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 有 機
Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 Ｒ に つ い て の 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト
ラ ン ジ ス タ と の チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ： １ ６ ～ １ ： ２ ０ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ 、 Ｇ に つ い て
前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の
チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ： １ １ ～ １ ： １ ５ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ 、 Ｂ に つ い て 前 記 第 １ の カ レ
ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の チ ャ ネ ル 幅 の 比
は 、 １ ： ２ ～ １ ： ６ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ て い る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 前 記
基 準 電 流 調 整 回 路 に 設 け ら れ 、 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 基 準 電 流 を 調 整 し て 前 記 基
準 駆 動 電 流 を 発 生 す る も の で あ り 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 前 記 基 準 駆 動 電 流 と 表
示 デ ー タ と を 受 け て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 子 ピ ン 対 応 に 前 記 駆 動 電 流 あ る い は こ れ の 元
と な る 電 流 を 発 生 す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す
る 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 準 駆 動 電 流 は 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 入 力 さ れ 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 前 記 第 ３ の
カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 が 前 記 表 示 デ ー タ の デ ジ タ ル
値 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ さ れ る こ と に よ っ て 多 数 の ア ナ ロ グ 変 換 電 流 を 前 記 端 子 ピ ン 対 応
に そ れ ぞ れ 発 生 す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 基 準 電 流 調 整 回 路 は 、 さ ら に 電 流 反 転 回 路 を 有 し 、 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、
第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 こ の 第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ
ス タ が 前 記 電 流 反 転 回 路 を 介 し て 前 記 基 準 電 流 を 受 け て 前 記 第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の
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多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に ア ナ ロ グ 変 換 電 流 を 発 生 し 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路
の 前 記 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 変 換 対 象 と な る 前 記 表 示 デ ー タ の 重 み 桁 に 対 応 し て
設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 電 流 反 転 回 路 は 、 第 ５ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 と 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と 前 記 第 ５ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と は 、 Ｎ チ ャ ネ
ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と 前 記 第 ４ の カ レ ン ト
ミ ラ ー 回 路 と は 、 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ
駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら の 基 準 電 流 に 基 づ い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 子 ピ ン 対 応 に 駆 動 電 流
を 生 成 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 に お い て 、
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら の 前 記 基 準 電 流 を 受 け て 調 整 し た 基 準 駆 動 電 流 を 発 生 す る 基
準 電 流 調 整 回 路 を 有 し 、 前 記 駆 動 電 流 が 前 記 基 準 駆 動 電 流 に 基 づ い て 生 成 さ れ 、
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、
　 　 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ に 直 列 に 受 動 素 子 を そ れ ぞ れ 有
し 前 記 そ れ ぞ れ の 受 光 素 子 の 温 度 係 数 が 逆 方 向 の 特 性 に な っ て い る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 と 、 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 を 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 に 帰 還 す る
た め に 前 記 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 負 荷 回 路 と し て 設 け ら れ た 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 と を 備 え 、 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 発 生 す る 電 流 に 応 じ た 電 流 が 前 記 基 準 電 流 と し
て 出 力 さ れ て 、 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の 動 作 電 流 の 比 が 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 変 化 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 を 抑 え る 方 向 に 補 正 す る 値 に 選 択 さ れ て い
る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 補 正 は 、 所 定 の 温 度 範 囲 に お け る 温 度 変 化 に 対 し て 前 記 発 光 輝 度 が 実 質 的 に 変 化 し
な い よ う に す る も の で あ る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 所 定 の 温 度 範 囲 は 、 － １ ０ ° か ら ＋ ７ ０ ° の 範 囲 で あ り 、 前 記 温 度 に 対 す る 発 光 輝
度 の 特 性 が 実 質 的 に 平 坦 な 特 性 と な っ て い る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で あ る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 基 準 電 流 発 生 回 路 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用
い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 、 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 表 示 装 置 を 有 す る 電 子
機 器 に お い て 、 表 示 装 置 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 広 い 温 度 範 囲 で 確 保 で き 、 表 示 装 置 使 用 の
温 度 環 境 の 変 化 に よ る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 崩 れ を 防 止 す る こ と が で き る よ う な 高 輝 度 カ ラ
ー 表 示 に 適 し た 基 準 電 流 発 生 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 端 末 装 置 ） 等 に 搭 載 さ れ る 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で は 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が ３ ９ ６ 個 （ １ ３ ２ × ３ ） の 端
子 ピ ン 、 ロ ー ラ イ ン が １ ６ ２ 個 の 端 子 ピ ン を 持 つ も の が 提 案 さ れ 、 カ ラ ム ラ イ ン 、 ロ ー ラ
イ ン の 端 子 ピ ン は こ れ 以 上 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。
　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 電 流 駆 動 回 路 の 出 力 段 は 、 ア ク デ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型
で も パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の も の で も 端 子 ピ ン 対 応 に 電 流 源 の 駆 動 回 路 、 例 え ば 、 カ レ
ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ る 出 力 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
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　 さ ら に 、 カ ラ ー 表 示 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 電 流 駆 動 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 三 原 色 対 応 の 使
用 材 料 に 応 じ て 輝 度 調 整 を し て 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
対 応 に 表 示 画 面 上 の 輝 度 を 調 整 す る 調 整 回 路 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
　 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 す る 電 流 駆 動 回 路 は 、
通 常 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 共 通 に 基 準 電 流 発 生 回 路 が １ つ 設 け ら れ 、 こ の 基 準 電 流 発 生 回 路 の 基 準
電 流 を 受 け て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の 基 準 電 流 設 定 回 路 が 設 け ら れ 、 こ れ ら が 基 準 電 流 を そ
れ ぞ れ 調 整 し て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の 基 準 電 流 を 発 生 す る 。 そ こ で 、 基 準 電 流 設 定 回 路 に よ り
基 準 電 流 を 調 整 す る こ と で 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 っ て い る 。 調 整 さ れ た Ｒ ，
Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の 各 駆 動 回 路 に 供 給 さ れ る 。
　 と こ ろ で 、 定 電 流 設 定 回 路 を 設 け て 有 機 Ｅ Ｌ セ グ メ ン ト 素 子 の 駆 動 回 路 に 定 電 流 を 供 給
し て こ の 駆 動 回 路 を Ｐ Ｗ Ｍ パ ル ス に よ り 駆 動 し て 有 機 Ｅ Ｌ セ グ メ ン ト 素 子 を 発 光 さ せ る 技
術 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ に は 、 定 電 流 設 定 回 路 の 電 流 を 調 整 す る こ と で 経 年
変 化 に よ る 発 光 強 度 の 低 下 を 回 復 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ２ ２ １ 公 報 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 搭 載 し た 電 子 機 器 は 、 表 示 装 置 が 使 用 可 能 な 温 度 範 囲 （
温 度 環 境 ） が － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° 程 度 と 広 い 。 そ こ で 、 高 輝 度 カ ラ ー 表 示 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 で 問 題 に な る の が 装 置 使 用 環 境 の 温 度 変 化 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の
崩 れ で あ る 。 そ の 原 因 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 特 性 が 温 度 に 応 じ て 変 化 す る こ と に あ る 。 し
か も 、 そ の 特 性 は 、 使 用 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 に よ っ て 異 な っ て く る 。
　 図 ３ （ ａ ） に 実 線 で 示 す よ う に 、 現 在 の と こ ろ 、 前 記 の よ う な 温 度 範 囲 で は 、 Ｒ の 発 光
材 料 の 温 度 特 性 は 、 右 下 が り の 直 線 特 性 Ｒ と な り 、 Ｇ の 発 光 材 料 の 温 度 特 性 は 、 図 ３ （ ｂ
） に 実 線 で 示 す よ う に 、 ０ ° 付 近 の 中 央 部 で 谷 と な っ た 湾 曲 し た 特 性 Ｇ と な り 、 Ｂ の 発 光
材 料 の 温 度 特 性 は 、 図 ３ （ ｃ ） に 実 線 で 示 す よ う に 、 直 線 特 性 Ｒ と は 逆 に 左 下 が り の 直 線
特 性 Ｂ と な る 。
　 な お 、 縦 軸 は 、 発 光 輝 度 Ｐ oと 出 力 電 流 Ｉ oと の 比 、 す な わ ち 、 単 位 駆 動 電 流 当 た り の 輝
度 Ｐ o／ Ｉ oで あ り 、 横 軸 は 温 度 ［ ° Ｃ ］ で あ る 。 い ず れ の 発 光 材 料 も 発 光 輝 度 Ｐ oは 、 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 の 使 用 温 度 範 囲 で は 、 通 常 、 出 力 電 流 Ｉ oに 対 し て 直 線 的 な 特 性 と な り 、 か つ
、 そ れ ぞ れ に 相 違 す る 温 度 特 性 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 結 果 、 あ る 温 度 環 境 （ 通 常 常 温 、 例 え ば ２ ５ ° Ｃ ） に お い て 設 定 さ れ た 表 示 装 置 の
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス は 、 － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° 程 度 の 範 囲 に 亙 っ て 表 示 装 置 使 用 の 温 度 環 境 が
変 化 す れ ば ホ ワ イ ト バ ラ ン ス が 崩 れ る 問 題 が あ る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 広 い 範 囲 の
表 示 装 置 使 用 温 度 環 境 に お い て 表 示 装 置 の 発 光 輝 度 の 変 化 を 防 止 す る こ と が で き る 有 機 Ｅ
Ｌ 駆 動 回 路 の 基 準 電 流 発 生 回 路 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 表 示 装 置 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 広 い 温 度 範 囲 で 確 保 で き 、 表 示
装 置 使 用 の 温 度 環 境 の 変 化 に よ る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 崩 れ を 防 止 す る こ と が で き る 有 機 Ｅ
Ｌ 駆 動 回 路 あ る い は 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 基 準 電 流 発 生 回 路 、 有
機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 あ る い は こ れ を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 は 、 基 準 電 流 に 基 づ い て 有
機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 子 ピ ン 対 応 に 駆 動 電 流 を 生 成 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ
Ｌ 駆 動 回 路 の 基 準 電 流 発 生 回 路 に お い て 、
　 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ に 直 列 に 受 動 素 子 を そ れ ぞ れ 有 し
前 記 そ れ ぞ れ の 受 光 素 子 の 温 度 係 数 が 逆 方 向 の 特 性 に な っ て い る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回
路 と 、 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 を 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 に 帰 還 す る た め に 第 １
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の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 負 荷 回 路 と し て 設 け ら れ た 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と を 備 え て
い て 、 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 発 生 す る 電 流 に 応 じ た 電 流 が 基 準 電 流 と し て 出 力 さ れ て 前 記
駆 動 電 流 が 生 成 さ れ 、 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の 動 作 電 流 の 比 が 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 変 化 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 を 抑 え る 方 向 に 補 正 す る 値 に 選 択 さ れ て い る
も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 に あ っ て は 、 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の
電 流 を 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の ア ク デ ィ ブ 負 荷 と な る 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 介
し て 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 帰 還 す る よ う に 構 成 し て 、 温 度 変 化 に 応 じ て 正 、 負 逆 特 性 の 温
度 係 数 を 持 つ 各 受 動 素 子 に 発 生 す る 電 圧 差 に 応 じ た 電 流 が 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 入
力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 加 え ら れ る よ う に す る 。 こ れ に よ り 第 １
の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 正 、 負 の 温 度 係 数 の 特 性 が 反 映 さ れ た 所 定
の 関 数 で 決 定 さ れ る 温 度 係 数 を 持 つ 電 流 を 安 定 的 か つ 大 き な 電 流 値 と し て 発 生 さ せ る こ と
が で き る 。 そ こ で 、 こ の 正 、 負 の 温 度 係 数 の 特 性 が 反 映 さ れ た 大 き な 電 流 値 の 電 流 を 第 １
の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ か ら 基 準 電 流 と し て 取 り 出 す 。
　 さ ら に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 特 性 を 実 質 的 に 変 化 し な い 方 向 に
補 正 す る た め に 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と
の 動 作 電 流 比 を 選 択 し て 前 記 の 基 準 電 流 を 生 成 す る 。
　 な お 、 こ の 動 作 電 流 比 の 選 択 に よ り 正 、 負 特 性 が 反 映 さ れ た 負 の 温 度 特 性 を 持 つ 基 準 電
流 、 正 、 負 特 性 が 反 映 さ れ た 正 の 温 度 特 性 を 持 つ 基 準 電 流 、 そ し て 正 、 負 特 性 が 反 映 さ れ
た 正 と 負 の 両 者 の 温 度 特 性 を 持 つ 基 準 電 流 を そ れ ぞ れ に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° 程 度 の 範 囲 に お い て 表 示 装 置 の 使 用 温 度 環 境 が 変 化 し
て も 輝 度 が ほ と ん ど 変 化 し な い よ う な 輝 度 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 輝 度 を 補 正 す る 駆 動 電 流
を 前 記 の 各 温 度 特 性 を 持 つ 基 準 電 流 か ら 得 る も の で あ る 。
　 特 に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の そ れ ぞ れ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 に 対 す る 発 光 輝 度 の 変 化 を 実
質 的 に 変 化 し な い 方 向 に 補 正 す る そ れ ぞ れ の 温 度 特 性 を 持 つ 基 準 電 流 を 前 記 の 動 作 電 流 の
比 を そ れ ぞ れ に 選 択 し て そ れ ぞ れ に 得 る よ う に す れ ば 、 こ の 発 明 は 、 － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ °
程 度 の 表 示 装 置 使 用 範 囲 に お い て カ ラ ー 表 示 装 置 に お け る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 崩 れ を 防 止
す る こ と が で き る 。
　 そ の 結 果 、 広 い 範 囲 の 温 度 環 境 に お い て 表 示 装 置 の 発 光 輝 度 の 変 化 が 防 止 さ れ 、 カ ラ ー
表 示 を す る 表 示 装 置 に あ っ て は 、 表 示 装 置 を 使 用 す る 広 い 温 度 範 囲 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を
確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ド
ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 を 構 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回
路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ 対 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 を パ ラ メ ー タ
と し た 場 合 の 駆 動 電 流 の 温 度 特 性 の 説 明 図 、 そ し て 、 図 ３ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 材 料 の 出
力 電 流 に 対 す る 一 般 的 な 温 度 特 性 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 と し て の カ ラ ム Ｉ
Ｃ ド ラ イ バ （ 以 下 カ ラ ム ド ラ イ バ ） で あ る 。 こ の カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ は 、 Ｒ （ 赤 ） に 対 応
し て 設 け ら れ た 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ と 、 Ｇ （ 緑 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た 基 準 電 流 発 生 回
路 １ Ｇ 、 そ し て 、 Ｂ （ 青 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ と を そ れ ぞ れ 有 し
て い る 。 さ ら に 、 各 基 準 電 流 発 生 回 路 に 対 応 し て そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整 す る Ｒ の ホ ワ
イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ と 、 Ｇ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｇ 、 そ し て 、 Ｂ の ホ ワ イ
ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｂ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 各 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 電 流 反 転 回 路 ３ Ｒ と Ｄ ／ Ａ
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変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） ４ Ｒ 、 電 流 反 転 回 路 ３ Ｇ と Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） ４ Ｇ 、 そ し て 電
流 反 転 回 路 ３ Ｂ と Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） ４ Ｂ と か ら な る 。 各 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回
路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ か ら 出 力 さ れ る 基
準 電 流 Ｉ r， Ｉ g， Ｉ bを そ れ ぞ れ 入 力 段 の 電 流 反 転 回 路 ３ Ｒ ， ３ Ｇ ， ３ Ｂ で そ れ ぞ れ 受 け
て カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の ８ ビ ッ ト の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） ４ Ｒ ， ４ Ｇ ， ４ Ｂ で そ れ ぞ
れ の 基 準 電 流 の 電 流 値 を 調 整 す る 。 こ れ に よ り Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ ， ４ Ｇ ， ４ Ｂ （ 以 下 こ れ ら を 区
別 せ ず に Ｄ ／ Ａ ４ と し て 説 明 す る 。 ） は 、 そ れ ぞ れ の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て 調 整 さ れ た 基
準 電 流 Ｉ ro， Ｉ go， Ｉ bo（ 以 下 基 準 駆 動 電 流 Ｉ ro， Ｉ go， Ｉ boと い う ） を そ れ ぞ れ に 発 生
す る 。
　 こ こ で 、 基 準 電 流 Ｉ ro， Ｉ go， Ｉ boは 、 レ ジ ス タ ７ の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の デ ー タ が そ れ ぞ
れ に Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の 各 Ｄ ／ Ａ ４ に 設 定 さ れ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の 各 Ｄ ／ Ａ ４ が こ の レ ジ ス
タ ７ に 記 憶 さ れ た デ ー タ を そ れ ぞ れ に Ｄ ／ Ａ 変 換 す る こ と で そ れ ぞ れ に 生 成 さ れ る 。 レ ジ
ス タ ７ に 記 憶 さ れ る デ ー タ は 、 装 置 外 部 か ら 入 力 デ ー タ と し て Ｍ Ｐ Ｕ ９ に 供 給 さ れ た 、 Ｒ
， Ｇ ， Ｂ 対 応 の デ ー タ を Ｍ Ｐ Ｕ ９ が 受 け て 一 旦 内 部 に そ れ ら を 不 揮 発 性 メ モ リ 等 に 記 憶 し
、 こ の デ ー タ を Ｍ Ｐ Ｕ ９ が レ ジ ス タ ７ に 転 送 す る こ と で レ ジ ス タ ７ に 設 定 さ れ る こ と に よ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ で 生 成 さ れ た 基 準 駆 動 電 流 Ｉ ro， Ｉ go，
Ｉ boは 、 そ れ ぞ れ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ （ ５ Ｇ ， ５ Ｂ
は 図 示 せ ず ） の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を そ れ ぞ れ に 駆 動 す る 。 こ れ に よ り そ れ ぞ れ の カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ は 、 各 出 力 端 子 対 応 に 設 け ら れ た 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス
タ に 基 準 駆 動 電 流 Ｉ ro， Ｉ go， Ｉ boを 分 配 す る 。
　 な お 、 各 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ は 、 同 一 構 成 の 回 路 で あ り 、 ホ ワ
イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｇ 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｇ ， ５ Ｂ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ が 接 続 さ れ て い る カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 ５ Ｒ と 同 様 な 構 成 で あ る の で 、 Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｇ ， ５ Ｂ
は 図 １ に 図 示 し て は い な い 。 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ に つ い て は 、 図 １ に 示 す
よ う に 、 基 本 回 路 構 成 は 同 じ で あ る が 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ の チ
ャ ネ ル 幅 比 が そ れ ぞ れ に 相 違 す る の で 図 示 し て あ る 。
　 以 下 で は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ と ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ と カ レ ン ト ミ ラ ー 回
路 ５ Ｒ と の 関 係 を 主 体 に 説 明 す る 。 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ ， １ Ｂ と ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
回 路 ２ Ｇ ， ２ Ｂ と そ れ ぞ れ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｇ ， ５ Ｂ と の 関 係 に つ い て は 基 本 的 な
動 作 は 変 わ ら な い の で 割 愛 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ は 、 周 囲 の 温 度 変 化 に 応 じ て 出 力 電 流 （ 基 準 電 流 ）
が 変 化 す る 、 温 度 に 応 じ て 出 力 電 流 値 が 可 変 の 定 電 流 回 路 で あ る 。 こ れ ら は 、 カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 １ １ と こ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の ア ク テ ィ ブ 負 荷 と な る 負 荷 回 路 （ カ レ ン ト
ミ ラ ー 回 路 ） １ ２ と 、 こ の 負 荷 回 路 １ ２ ＋ に カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ た 基 準 電 流 出 力 回 路
１ ３ と か ら な る 。
　 ダ イ オ ー ド Ｄ は 、 例 え ば 、 ダ イ オ ー ド 接 続 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ の ベ
ー ス － エ ミ ッ タ 間 電 圧 で あ る バ ン ド ギ ャ ッ プ 電 圧 に 相 当 す る 負 の 温 度 特 性 を 有 す る 電 圧 Ｖ
BEを 発 生 す る 。 こ の ダ イ オ ー ド Ｄ が カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 入 力 側 の Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1の ソ ー ス と グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ と の 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 抵 抗 値 が 正
の 温 度 特 性 を 有 す る 抵 抗 Ｒ が カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 出 力 側 の Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ N2の ソ ー ス と グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ と の 間 に 挿 入 さ れ て い る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の 共 通 に 接 続 さ れ た ゲ ー ト は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1の ド レ イ ン に
接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の ド レ イ ン は 、 そ れ ぞ れ 負 荷 回 路 １ ２ の カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 の Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1， Ｔ P2の ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 こ れ
ら ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ DDに 接 続 さ れ て い る 。 負 荷 回 路 １ ２ は 、 ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ P2が ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ た 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1が 出 力 側
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ト ラ ン ジ ス タ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 基 準 電 流 出 力 回 路 １ ３ は 、 負 荷 回 路 １ ２ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P2に カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ
た 出 力 側 の Ｐ チ ャ ネ ル の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P3か ら な る 。
　 以 上 の よ う な 回 路 で は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の 電 流 が カ
レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の ア ク デ ィ ブ 負 荷 と な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ ２ の 入 力 側 ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ P2， 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1を 介 し て カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス
タ Ｔ N1に 帰 還 さ れ る 。 そ こ で 、 温 度 変 化 に 応 じ て 負 特 性 の 温 度 係 数 を 持 つ ダ イ オ ー ド Ｄ と
温 度 変 化 に 応 じ て 正 特 性 の 温 度 係 数 を 持 つ 抵 抗 Ｒ に 発 生 す る 電 圧 差 に 応 じ た 電 流 が カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1を 介 し て 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2に 加 え ら れ る 。
こ れ に よ り カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2に 正 、 負 特 性 が 反 映 さ れ た
関 数 で 決 定 さ れ る 所 定 の 温 度 係 数 を 持 つ 電 流 を 安 定 的 か つ 大 き な 電 流 値 と し て 発 生 さ せ る
こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ の 相 違 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の ト ラ
ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 に あ る 。 す な わ ち 、 Ｒ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ で は ト
ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 が １ ： １ ８ で あ り 、 Ｇ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ で は
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 が １ ： １ ３ で あ り 、 Ｂ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ で
は ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 が １ ： ４ で あ る 。
　 な お 、 こ の 実 施 例 に お け る 基 準 電 流 発 生 回 路 １ （ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ の
代 表 と し て ） の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 の １ ： ｎ （ ｎ は ２ 以
上 の 整 数 ） に お け る ｎ は 、 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ セ ル を 並 列 に 複 数 個 接 続 し て 構 成 し て も よ
い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 流 反 転 回 路 ３ Ｒ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ に お い て 示 す よ う に 、 Ｎ チ ャ ネ ル
の 入 力 側 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N3と 出 力 側 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N4か ら な る カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 で 構 成 さ れ て い る 。 ダ イ オ ー ド 接 続 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N3は 、 そ の ド レ イ ン が 基 準 電
流 出 力 回 路 １ ３ の Ｐ チ ャ ネ ル の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P3の ド レ イ ン に 接 続 さ れ 、 基 準 電 流
Ｉ rを 受 け る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N4は 、 そ の ド レ イ ン が Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ P4の ド レ イ ン に 接 続 さ れ 、 そ の ソ ー ス が 接 地 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 基 準 電 流 出 力 回 路 １ ３ か ら 吐 き 出 さ れ る 基 準 電 流 Ｉ rが 電 流 反 転 回 路 ３ Ｒ
に 入 力 さ れ て 電 流 方 向 が 吐 き 出 し か ら シ ン ク 電 流 に 反 転 さ れ て 、 ミ ラ ー 電 流 と し て 出 力 さ
れ る 。 こ の シ ン ク 電 流 が 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P4の ド レ イ ン に 供 給 さ れ て 、 Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ の
入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P4が 電 流 Ｉ rに よ り 駆 動 さ れ る 。
　 Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ は 、 レ ジ ス タ ７ に 記 憶 さ れ た デ ー タ に 従 っ て 基 準 電 流 Ｉ rを 調 整 し て 、 調 整
さ れ た 基 準 駆 動 電 流 Ｉ roを 出 力 す る 。 な お 、 Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 構 成 の 電
流 ス イ ッ チ ン グ Ｄ ／ Ａ で あ る の で 、 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 が レ ジ ス タ ７ に 設 定
さ れ た デ ジ タ ル 値 に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る ス イ ッ チ 回 路 に よ り 選 択 さ れ る こ と で 基 準 電
流 Ｉ rを 電 流 増 幅 し か つ 調 整 し た ア ナ ロ グ 変 換 電 流 を 基 準 駆 動 電 流 Ｉ roと し て 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｒ は 、 基 準 電 流 分 配 型 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 構 成 し て い る 。
　 す な わ ち 、 基 準 電 流 分 配 回 路 を 構 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お い て 、 入 力 側 ト ラ ン ジ
ス タ ： 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 比 １ ： ｎ （ た だ し 、 ｎ は 出 力 端 子 数 に 対 応 ） で 構 成 さ れ る カ
レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の ｎ 個 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ 部 分 を そ れ ぞ れ に ｎ 個 の 電 流 ス イ ッ チ ン グ
の Ｄ ／ Ａ 変 換 部 に 置 き 換 え た も の で あ る 。 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 の 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の
電 流 は 、 デ ジ タ ル 値 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ さ れ て ア ナ ロ グ 変 換 電 流 と し て 出 力 端 子 ピ ン 対
応 に 分 配 さ れ た も の に な る 。
　 図 示 す る よ う に 、 ア ナ ロ グ 変 換 電 流 を 発 生 す る 部 分 は 、 少 な く と も １ 個 の 入 力 側 ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ Naに 対 し て 、 出 力 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る
Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ ａ ～ ６ ｍ と し て 提 供 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-338794 A 2005.12.8



　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ ａ ～ ６ ｍ は 、 そ れ ぞ れ ダ イ オ ー ド 接 続 の Ｎ チ ャ ネ ル の 入 力 側 Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Naに 対 し て カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ た 、 変 換 対 象 と な る ８ ビ ッ ト の 表
示 デ ー タ の 重 み 桁 に 対 応 す る 重 み 桁 を 持 つ 多 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と こ れ ら に 接 続 さ れ
た 多 数 の ス イ ッ チ 回 路 （ 図 示 せ ず ） と か ら な る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Naの ド レ イ ン は 、 Ｄ ／ Ａ ４ Ｒ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 調 整 さ れ た 基 準 駆 動 電
流 Ｉ roを 受 け て 駆 動 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Naの ソ ー ス は 接 地 さ れ て い る 。
　 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ５ Ｒ を こ の よ う な 基 準 電 流 分 配 型 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と す る こ と で 、
カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ の Ｉ Ｃ に お い て は 基 準 電 流 分 配 か ら Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ま で の 回 路 規 模 を
低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ ａ ～ ６ ｍ は 、 各 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 出 力 が レ ジ ス タ ８ の
８ ビ ッ ト の 表 示 デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る ス イ ッ チ 回 路 に よ り 選 択 さ れ て 選 択 さ れ
た 電 流 を 合 計 し た 出 力 を ア ナ ロ グ 変 換 値 と し て 発 生 す る 。 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ ａ ～ ６
ｍ の 出 力 端 子 が 出 力 端 子 Ｐ R1， … Ｐ Ri， … … Ｐ Rmの １ つ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 合 成 さ れ た
電 流 出 力 （ ア ナ ロ グ 変 換 電 流 ） が 出 力 端 子 Ｐ R1， … Ｐ Ri， … … Ｐ Rmに そ れ ぞ れ 送 出 さ れ る
。
　 な お 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ （ Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ ａ ～ ６ ｍ を 代 表 し て ） の 出 力 側 ト
ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 側 は 接 地 さ れ て い る 。
　 そ の 結 果 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ９ か ら レ ジ ス タ ８ を 介 し て 表 示 デ ー タ Ｄ Ａ
Ｔ を 受 け て 基 準 駆 動 電 流 Ｉ roを 表 示 デ ー タ 値 分 増 幅 し て そ の と き ど き の 表 示 輝 度 に 応 じ た
駆 動 電 流 （ 通 常 は シ ン ク 電 流 ） を 出 力 端 子 Ｐ R1， … Ｐ Ri， … … Ｐ Rm対 応 に そ れ ぞ れ 発 生 す
る 。 そ し て 、 こ れ ら 駆 動 電 流 は 、 出 力 端 子 Ｐ R1， … Ｐ Ri， … … Ｐ Rmを 介 し て そ れ ぞ れ に ア
ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） の ｍ 個 の Ｒ に 対 応 す る デ ー タ 線 （
カ ラ ム 線 ） に 出 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 各 駆 動 電 流 は 、 デ ー タ 線 （ カ ラ ム 線 ） を 介 し て そ
れ ぞ れ に 接 続 さ さ れ た ピ ク セ ル 回 路 に 送 出 さ れ て Ｒ に 対 応 す る ピ ク セ ル 回 路 に 内 蔵 さ れ た
コ ン デ ン サ Ｃ を 充 電 し て 各 ピ ク セ ル 回 路 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 駆 動 す る 。
　 こ の よ う な Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク ６ に よ る 駆 動 は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｇ ， ２ Ｂ
で そ れ ぞ れ 生 成 さ れ た 基 準 駆 動 電 流 Ｉ go， Ｉ boを 受 け る Ｇ ， Ｂ に つ い て の Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ
ッ ク に つ い て も 同 様 で あ る 。
　 な お 、 各 出 力 端 子 Ｐ R1， … Ｐ Ri， … … Ｐ Rmに は 、 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ ccと の 間 に 定 電 圧 リ セ
ッ ト を 行 う ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ に 戻 り 、 そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 基 準 電 流 発 生 回 路 １ （ 各 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ と し て ） の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 １ １ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2に 注 目 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト を 入 力 と し て ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ N2の ド レ イ ン を 出 力 と し た 回 路 を 考 え て み る と 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト の 電
圧 は 、 抵 抗 Ｒ の 抵 抗 値 の 温 度 特 性 に 従 っ て 周 囲 の 温 度 に 応 じ て こ れ の ソ ー ス 電 圧 が 変 化 す
る の で 、 こ れ に 対 応 し て 変 化 す る 。 こ れ に よ る ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ド レ イ ン の 出 力 電 流 は
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P2を 駆 動 し て 、 こ れ に カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1を 駆
動 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1の ド レ イ ン は 、 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1の ダ イ オ ー ド 接 続 を 介
し て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1の ド レ
イ ン を 介 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2に 戻 る 帰 還 ル ー プ が こ こ に 形 成 さ れ て い る 。
　 一 方 、 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1の ゲ ー ト 電 圧 は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ の 温 度 特 性 に 従 っ て 周 囲
の 温 度 に 応 じ て こ れ の ソ ー ス 電 圧 が 変 化 す る の で 、 こ れ に 対 応 し て 変 化 す る 。
　 そ の 結 果 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト の 入 力 電 圧 は 、 温 度 変 化 に 応 じ て 発 生 す る ダ イ オ
ー ド Ｄ の 電 圧 Ｖ BEと 抵 抗 Ｒ の 電 圧 Ｖ Rの 差 に 応 じ て 発 生 し た ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ド レ イ ン
の 電 流 に 応 じ て 決 定 さ れ る ド レ イ ン の 電 圧 に 一 致 す る よ う に フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 さ れ る 。
　 そ こ で 、 こ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ は 、 温 度 変 化 に 応 じ て 発 生 す る ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ
ー ト 電 圧 に 応 じ て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト と ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P1の ド レ イ ン の 電 圧 が 等 し
く な る と こ ろ で 安 定 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 あ る 温 度 で ダ イ オ ー ド Ｄ の 電 圧 Ｖ D（ Ｖ Dは ダ イ オ ー ド Ｄ の 端 子 電 圧 Ｖ BEと
す る 。 ） が 基 準 値 よ り も 大 き く な り 、 抵 抗 Ｒ の 電 圧 が 基 準 値 よ り も 小 さ く な っ た と す る 。
こ れ に 応 じ て 電 流 が ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ド レ イ ン の 電 流 が 増 加 し て 、 こ れ の 負 荷 と な る ト
ラ ン ジ ス タ Ｔ P2の ド レ イ ン の 電 圧 を 下 げ る 。 こ れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ P2の ソ ー ス － ゲ ー
ト 電 圧 差 が 大 き く な っ て ソ ー ス － ド レ イ ン 間 の 電 流 が 増 加 す る 。 そ の 結 果 、 ト ラ ン ジ ス タ
Ｔ P1の ソ ー ス － ド レ イ ン 間 の 電 流 も 増 加 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の 低 下 し た ド レ イ ン の 電 圧
に 対 応 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ NP1の ド レ イ ン の 電 圧 が 低 下 す る 。 こ れ に よ り 、 そ の と き ど き
の 温 度 に 応 じ て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1と ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ド レ イ ン 電 圧 が 等 し く な っ て 、 バ
ラ ン ス し て そ の 状 態 が 維 持 さ れ る 。
　 ダ イ オ ー ド Ｄ の 電 圧 Ｖ Dと 抵 抗 Ｒ の 電 圧 Ｖ Rに よ る 差 が ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト － ソ ー
ス 間 を 下 げ る 方 向 （ ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 の 差 が 小 さ く な る 方 向 ） で あ る と き に は 前 記
と は 逆 の 動 作 に な る 。
　 こ の と き の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 は 、 負 の 温 度 係 数 を 持 つ ダ イ オ
ー ド Ｄ の 電 圧 Ｖ Dと 正 の 温 度 係 数 を 持 つ 抵 抗 Ｒ の 電 圧 Ｖ Rと が 逆 の 温 度 特 性 と な っ て い の で
、 こ れ ら 温 度 特 性 が 総 合 さ れ た 結 果 に な る 。 そ の 総 合 特 性 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の
動 作 電 流 比 で 異 な っ て く る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 こ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ）
比 を １ ： ｎ と し て ｎ の 数 値 を パ ラ メ ー タ と し た 場 合 の 動 作 に つ い て 考 え て み る 。
　 前 記 し た よ う に 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ は 、 帰 還 ル ー プ が 形 成 さ れ て 動 作 す る の で 、 次 の
(1)式 が 成 立 す る 。
　 Ｖ GS1＋ Ｖ D＝ Ｖ GS2＋ Ｉ D2・ Ｒ … (1)
　 た だ し 、 Ｖ GS1， Ｖ GS2は 、 そ れ ぞ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 、
Ｖ Dは ダ イ オ ー ド Ｄ の 端 子 電 圧 Ｖ BE、 Ｒ は 抵 抗 Ｒ の 抵 抗 値 で あ る 。 Ｉ D1， Ｉ D2は 、 そ れ ぞ
れ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の ド レ イ ン 電 流 で あ る 。
　 ゲ ー ト － ソ ー ス 電 圧 Ｖ GSは 、
　 Ｖ GS＝ Ｖ th+√ (２ Ｉ D/β Ｎ )… (2)
　 た だ し 、 Ｖ thは 、 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 、 Ｉ Dは 、 ド レ イ ン 電 流 、 Ｎ は 反 転 層
内 の 単 位 面 積 当 た り の 電 子 数 、 β は 定 数 で あ っ て 、 β ＝ Ｗ ／ Ｌ ・ μ nＣ oxで あ る 。 Ｗ ／ Ｌ
は 、 チ ャ ネ ル 幅 ／ チ ャ ネ ル 長 、 μ nは 電 子 移 動 度 、 Ｃ oxは 、 ゲ ー ト 酸 化 膜 の 単 位 面 積 当 た
り の 容 量 で あ る 。
　 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2は ペ ア ト ラ ン ジ ス タ で あ る と す る と 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ
N1， Ｔ N2の 閾 値 電 圧 Ｖ thと β は 等 し く 、 Ｉ D1＝ Ｉ D2＝ Ｉ Dと な る 。
　 そ の 結 果 、 前 記 の (1)式 に (2)式 を 代 入 す る と 、
　 (Ｖ th+√ (２ Ｉ D/β Ｎ 1))＋ Ｖ D＝ (Ｖ th+√ (２ Ｉ D/β Ｎ 2))＋ Ｉ D・ Ｒ … (3)　 た だ し 、 Ｎ 1
， Ｎ 2は 、 そ れ ぞ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の 反 転 層 内 の 単 位 面 積 当 た り の 電 子 数 で あ る
。
　 こ こ で 、 (3)式 を 変 形 す る と 、 次 の 式 に な る 。
　 √ (２ Ｉ D/β ） ・ （ √ (１ ／ Ｎ 1)－ √ (１ ／ Ｎ 2))＋ Ｖ D－ Ｉ D・ Ｒ ＝ ０ … (4)
【 ０ ０ １ ９ 】
　 (4)式 よ り 出 力 電 流 Ｉ Dは 、 Ｖ D、 Ｒ 、 Ｎ 1， Ｎ 2の 関 数 と な っ て い る 。 そ こ で 、 出 力 電 流
Ｉ Dは 、 Ｖ D、 Ｒ 、 Ｎ 1， Ｎ 2の 温 度 係 数 に 依 存 す る こ と に な る 。 こ の こ と は 、 Ｖ D、 Ｒ の 温
度 係 数 が 決 定 さ れ て 、 そ の 上 で 、 Ｎ 1， Ｎ 2の 値 に よ り 、 出 力 電 流 Ｉ Dの 温 度 特 性 を Ｖ D、 Ｒ
の 温 度 係 数 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が で き る こ と で あ る 。
　 そ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 を パ ラ メ ー タ と し て Ｎ 1
， Ｎ 2の 値 を 変 化 さ せ た と き の 温 度 特 性 を 調 べ て み る と 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ の 出 力 電 流
に 対 し て 、 図 ２ の よ う な チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 対 温 度 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
　 な お 、 横 軸 は 温 度 ［ ° Ｃ ］ 、 縦 軸 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N2の 出 力 電 流 ［ Ａ ］ で あ る 。 こ こ
で 、 Ｎ 1： Ｎ 2は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 に 対 応 す る 。
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　 図 ２ に お い て 、 グ ラ フ Ａ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 、 す な わ ち 、 Ｎ 1
： Ｎ 2を 、 Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： ５ と し た も の で あ り 、 右 下 が り の 特 性 が 得 ら れ る 。 グ ラ フ Ｂ は
、 Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： １ ０ と し た も の で あ り 、 － ５ ０ ° ～ ＋ ５ ０ ° 付 近 ま で ほ ぼ 平 坦 で そ の 後
傾 斜 が 小 さ い 少 し 右 下 が り と な る 特 性 が 得 ら れ る 。 グ ラ フ Ｃ は 、 Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： １ ５ と し
た も の で あ り 、 － ５ ０ ° ～ ＋ １ ０ ０ ° 付 近 ま で 少 し 右 上 が り で は あ る が 実 質 的 に 平 坦 な 特
性 が 得 ら れ る 。 グ ラ フ Ｄ は 、 Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： ２ ０ と し た も の で あ り 、 右 上 が り 特 性 が 得 ら
れ る 。 グ ラ フ Ｅ は 、 Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： ３ ５ と し た も の で あ り 、 さ ら に 傾 斜 が 大 き い 右 上 が り
特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら 特 性 グ ラ フ か ら 、 － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° 程 度 の 装 置 が 使 用 可 能 な 温 度 範 囲 で 、 図 ３
の 発 光 材 料 の 特 性 を 打 ち 消 す 温 度 係 数 の 特 性 を 探 る と 、 Ｒ で は Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： １ ８ 、 Ｇ で
は Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： １ ３ ， Ｂ で は Ｎ 1： Ｎ 2＝ １ ： ４ が 現 在 の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 材 料 に 対 し て
最 適 で あ る こ と が 分 か っ た 。
　 そ こ で 、 前 記 し た よ う に 、 図 １ に お い て は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 に
つ い て 、 Ｒ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ で は ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 を １ ： １
８ と し 、 Ｇ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ で は ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 を １ ： １
３ と し 、 Ｂ の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ で は ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル 幅 比 を １ ： ４
に 設 定 し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 温 度 に 対 す る 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 一 点 鎖 線 で 示 す 各 輝 度 特 性 Ｒ c， Ｇ c，
Ｂ cを 得 る こ と が で き る 。
　 な お 、 前 記 の 特 性 か ら み て 、 図 ３ の 温 度 特 性 か ら 比 率 に し て 前 後 ２ 程 度 の 比 の 変 化 は 、
許 容 範 囲 と し て 見 込 め る の で 、 実 際 上 は 、 Ｒ に つ い て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ N1， Ｔ N2の チ ャ ネ ル
幅 の 比 の 選 択 範 囲 は 、 １ ： １ ６ ～ １ ： ２ ０ で あ り 、 Ｇ に つ い て の チ ャ ネ ル 幅 の 比 の 選 択 範
囲 は 、 １ ： １ １ ～ １ ： １ ５ で あ り 、 Ｂ に つ い て の チ ャ ネ ル 幅 の 比 の 選 択 範 囲 は 、 １ ： ２ ～
１ ： ６ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 結 果 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ の 基 準 電 流 は 、 周 囲 の 温 度 に 応 じ て 変 化 し 、 こ れ に 応 じ
て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ （ ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ を 代 表 し て
） の 調 整 さ れ た 基 準 電 流 も 同 様 に 変 化 す る 。 各 Ｄ ／ Ａ ブ ロ ッ ク ６ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ９ か ら レ ジ ス
タ ７ を 介 し て 表 示 デ ー タ を 受 け て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 ２ で 生 成 さ れ た 基 準 駆 動 電 流
を 表 示 デ ー タ 値 分 電 流 増 幅 し て そ の と き ど き の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 表 示 輝 度 に 応 じ た 駆 動 電 流
を シ ン ク 電 流 と し て 出 力 端 子 に 発 生 す る 。 こ れ に よ り 、 カ ラ ム 側 の 出 力 端 子 （ カ ラ ム ピ ン
） を 介 し て 駆 動 電 流 を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の ピ ク セ ル 回 路 に 出 力 す る 。
　 こ の と き に は 、 Ｒ に つ い て の 温 度 に 対 す る 輝 度 特 性 は 、 図 ３ （ ａ ） の 点 線 の 特 性 Ｒ ｓ で
示 す よ う に 補 正 さ れ て ほ ぼ 平 坦 な 特 性 を － ５ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° の 範 囲 で 得 る こ と が で き る 。
Ｂ ， Ｇ に つ い て も 、 図 ３ （ ｂ ） ， （ ｃ ） の 点 線 の 特 性 Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ で 示 す よ う に そ れ ぞ れ ほ
ぼ 平 坦 な 特 性 を － ５ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° の 範 囲 で 得 る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に 、 輝 度 が 温 度 変 化 に 対 し て 特 性 Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ と も に 実 質 的 に 平 坦 に な る
よ う に 補 正 さ れ る の で 、 － １ ０ ° ～ ＋ ７ ０ ° 程 度 の 範 囲 で 表 示 装 置 使 用 の 温 度 環 境 が 変 化
し て も ホ ワ イ ト バ ラ ン ス が ほ と ん ど 崩 れ な い で 済 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 と こ ろ で 、 実 施 例 の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ は 、 そ の 入 力 側 ト ラ
ン ジ ス タ に 直 列 に ダ イ オ ー ド を 設 け 、 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 直 列 に 抵 抗 を 設 け て い る 。 さ
ら に 、 こ の 発 明 は 、 こ れ ら ダ イ オ ー ド や 抵 抗 に 換 え て 、 他 の 温 度 係 数 が 逆 方 向 に な る 受 動
素 子 を そ れ ぞ れ の ト ラ ン ジ ス タ に 直 列 に 設 け て も よ い 。
　 ま た 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 は 、 (4)式 か ら 明 か な よ う
に 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ １ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と の 動 作 電 流 比
に 対 応 す る も の で あ る 。
　 さ ら に 、 実 施 例 の Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ は 、 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に
、 あ る い は そ の 逆 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 特 に 、 Ｄ ／ Ａ ４ の Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
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ジ ス タ を Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に 置 き 換 え た 場 合 に は 、 電 源 側 に 配 置 さ れ た Ｄ ／
Ａ ４ の 各 ト ラ ン ジ ス タ が グ ラ ン ド 側 と な り 、 そ の ソ ー ス 側 が グ ラ ン ド ラ イ ン に 接 続 さ れ る
。 Ｄ ／ Ａ ６ の Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に 置 き 換 え
た 場 合 に は 、 Ｄ ／ Ａ ４ と は 前 記 と は 逆 に グ ラ ン ド 側 に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し て き た が 、 実 施 例 で は 、 Ｄ ／ Ａ ６ の 出 力 を 駆 動 電 流 と し て 出 力 端 子 に 出 力 す
る 構 成 を 採 っ て い る が 、 こ の 発 明 は 、 出 力 端 子 に 対 応 し て 出 力 段 電 流 源 を そ れ ぞ れ 設 け て
、 Ｄ ／ Ａ ６ の 出 力 電 流 で 出 力 段 電 流 源 を 駆 動 し て 駆 動 電 流 を 各 出 力 端 子 に 出 力 す る よ う に
し て も よ い 。
　 ま た 、 実 施 例 の 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て い る が 、 こ の 発 明
は 、 こ れ を バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。 基 準 電 流 発
生 回 路 が バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 そ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の チ ャ
ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 は 、 エ ミ ッ タ 面 積 比 に な る 。
　 さ ら に 、 実 施 例 で は 、 シ ン ク 電 流 を 出 力 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル を 駆 動 す る 実 施 例 を 挙 げ て い る が 、 こ の 発 明 は 、 パ ッ シ ブ 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 駆 動 す
る 場 合 で あ っ て も 適 用 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。 パ ッ シ ブ 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 駆 動
す る 場 合 に は 、 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ る 駆 動 電 流 は 、 通 常 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 に 出 力 さ
れ る 吐 き 出 し 電 流 と な る 。
　 実 施 例 で は 、 カ ラ ー 表 示 の 例 を 挙 げ て い る が 、 白 黒 表 示 の 場 合 に お い て も 温 度 変 化 に よ
る 輝 度 変 化 を 補 正 す る こ と が で き る の で 、 こ の 発 明 の 基 準 電 流 発 生 回 路 は 白 黒 表 示 の 有 機
Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に 対 し て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ
ラ ム ド ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 を 構 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ
対 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ネ ル 幅 （ ゲ ー ト 幅 ） 比 を パ ラ メ ー タ と し た 場 合 の 駆 動 電 流 の
温 度 特 性 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 材 料 の 出 力 電 流 に 対 す る 一 般 的 な 温 度 特 性 の 説 明 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ Ｇ ， １ Ｒ ， １ Ｂ … Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 発 生 回 路 、
　 ２ Ｇ ， ２ Ｒ ， ２ Ｂ … Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 回 路 、
　 ３ … … 電 流 反 転 回 路 、 ４ ， ６ … Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） 、
　 ５ … 基 準 電 流 分 配 型 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 、
　 ６ ， ６ ａ ， ６ ｉ ， ６ ｍ … Ｄ ／ Ａ 変 換 ブ ロ ッ ク 、
　 ７ ， ８ … レ ジ ス タ 、 ９ … Ｍ Ｐ Ｕ 、
　 １ ０ … カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ 、
　 １ １ … カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 、 １ ２ … 負 荷 回 路 、
　 １ ３ … 基 準 電 流 出 力 回 路 、
　 Ｔ N1～ Ｔ N5， Ｔ Na， Ｔ Nb， Ｔ Nm… Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 Ｔ P1～ Ｔ P4… Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

[问题] 本发明的目的是提供一种有机EL驱动电路的基准电流生成电路，
该基准电流生成电路能够在显示装置的广泛的工作温度环境下防止显示
装置的发光亮度的变化。 [解决方案] 本发明提供一种第一电流镜电路和
输出侧晶体管，在该第一电流镜电路中，无源元件与输入侧晶体管和输
出侧晶体管中的每一个串联设置，并且每个光接收元件的温度系数具有
反向特性。 第二电流镜电路被设置为第一电流镜电路的负载电路，用于
将输出晶体管的输出电流反馈到输入侧晶体管的输入，以及根据在输出
侧晶体管中产生的电流的电流。 输出作为参考电流以产生驱动电流，并
且将输入侧晶体管和输出侧晶体管的工作电流之比选择为用于校正相对
于有机EL元件的温度变化的发光亮度的变化的值。 有事 [选型图]图1
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